
令和 2 年 7 ⽉豪⾬災害被災状況調査 概報
本年 7 ⽉に発⽣した豪⾬災害の調査を、7 ⽉下旬に熊本県内及び岐⾩県内、8 ⽉上旬

に⼭形県で⾏いました。
そのうちの、熊本及び⼭形県の概要をまとめて急ぎ報告することにしました。

１．熊本県芦北地域の斜面崩壊状況 

熊本県南部の芦北地域では、主に 4 か所で崩壊が発生し、犠牲者も出ている。 

崩壊は、あちこちで発生しているわけではなく、ある意味局所的である。図-1 に

示すように、地質的には秩父帯に限定され、現地で確認する限りでは、チャートと

風化砂岩が接するような箇所で発生している。また、かつて崩壊が発生し、対策工

事が行われているにも関わらず、またそこが崩壊したような箇所もある。なぜここ

が崩壊したのか、なぜ今回崩壊したのか、そしてその近隣斜面はなぜ崩壊しなかっ

たのかが、課題と考えている。

２．熊本県人吉盆地の球磨川浸水被害 

熊本県南東部の球磨川流域の人吉盆地では、球磨川と支流の川辺川の合流部か

ら、盆地の下流端となる渡地区で、堤防高を大きく上回る洪水（最大浸水深 10m

程度）が発生し、甚大な浸水被害が発生し、犠牲者も多数出ている。被害の内容

は、家屋の倒壊、流出、損壊、土砂の流入、堤防の破堤・越流、河岸侵食、鉄道橋

や道路橋の流出、損壊等である。

人吉盆地内では斜面の崩壊等は少なく、多くは浸水被害と言える。人吉盆地最下

流の渡地区で球磨川本川に合流する支流「小川」の流域では崖錐斜面の崩壊を確認

しているが、これは直上の橋梁に流木が詰まってダムアップし、これが橋梁を押し

流して斜面下部を浸食し、斜面崩壊を引き起こし、下流の渡地区で段波を発生させ

たものと考えている。

３．山形県最上川中流域 

最上川中流域にあたる山形盆地から新庄盆地に掛けての蛇行部や支川の合流部の

周辺で、越流や破堤が発生し、農地を中心に一部民家等の浸水被害並びに橋梁基礎

の洗堀等が発生している。幸いに犠牲者は出ていない。流域のダム群や、村山市に

位置する大久保遊水地などが有効に機能し、洪水調節を行ったことが伺える。
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図 1 芦北町周辺地質図と斜⾯崩壊の位置（崩壊地は⾚〇で⽰す）出展：シームレス地質図 

 

  
写真 1 津奈⽊町（福浜地区）頂部から崩壊  写真 2 芦北町（⽥川地区）頂部からの崩壊 

  
写真 3 芦北町（⼥島）チャート・砂岩部  写真 4 芦北町（⼥島）チャート・砂岩部 










